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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ漁革 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

しせきかわ らでら

史跡川原寺 奈良県
たかいちぐん

高市郡
あ す かむら

明日香村
おおあざかわはら

大字川原

29402 14-D-40 34° 28′ 27″

(世界測地系 )

34° 28′ 15″

(日本測地系 )

135° 49′ 00〃

(世界測地系 )

135° 49′ 00″

(日本測地系 )

2003.2.14

∫

2003.7.31

434■ば 古都保存事業

による園地広

場建設にとも

なう調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

史跡川原寺 寺院 飛鳥時代

∫

奈良時代

炉跡、工房区

画溝、

鉄釜鋳造土坑、

掘立柱建物、

瓦窯、北面大

垣、石敷など

鉄製品、銅製品、輔羽日、

砥石、対禍、鋳型、鉱津、

ガラス関連遺物、土器類、

瓦碑類、滑石製模造品、

臼玉など

川原寺の北面大垣を初め

て確認し、寺域の南北長

が半U明した。

寺域北部に生産工房が展

開する状況を明らかにし

た。なかでも鉄釜鋳造土

坑は大型鉄製品の鋳造遺

構としては最古の例。


